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塚
の
発
展
と
結
び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
、
平

塚
市
の
市
制
が
横
浜
、
横
須
賀
、
川
崎
に
次

い
で
県
下
四
番
目
で
あ
っ
た
こ
と
や
終
戦
時

の
火
薬
廠
従
業
員
、
徴
用
工
員
、
動
員
学
徒

の
総
数
は
計
八
四
〇
〇
人
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
も
推
察
さ
れ
ま
す
。
今
の
平
塚
市
の
現
況

か
ら
は
、
想
像
で
き
な
い
で
す
ね
。 

 

先
の
洋
館
は
明
治
四
十
五
年
に
建
築
さ

れ
、
大
正
八
年
に
海
軍
省
に
引
き
渡
さ
れ
て

か
ら
は
海
軍
将
校
ク
ラ
ブ
で
あ
る
横
須
賀
水

交
社
平
塚
集
会
所
と
し
て
使
用
さ
れ
、
昭
和

二
十
五
年
に
横
浜
ゴ
ム
に
払
い
下
げ
ら
れ
、

さ
ら
に
平
成
十
六
年
に
平
塚
市
の
管
理
と
な

り
国
の
有
形
登
録
文
化
財
（
ひ
ら
つ
か
八
幡

山
の
洋
館
、
旧
横
浜
ゴ
ム
平
塚
製
造
所
記
念

館
）
と
な
っ
て
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
展
示
室

で
は
火
薬
廠
の
歴
史
が
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
バ
ラ
に
囲
ま
れ
た
洋
館
は
花
の
季
節
は

特
に
す
ば
ら
し
い
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。 

 

次
に
、
火
薬
廠
引
き
込
み
線
に
つ
い
て
の

考
察
で
す
。 

 
私
が
通
学
し
て
い
た
市
立
富
士
見
小
学
校

（
昭
和
十
年
創
立
）
の
校
庭
に
は
大
き
な
地

図
の
看
板
が
校
舎
と
と
も
に
平
塚
空
襲
の
被

害
を
受
け
ず
に
残
り
、
鉄
道
が
平
塚
駅
か
ら

北
に
延
び
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
し

た
。
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
線
路
が
あ
る
の
だ
と

不
思
議
に
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
の

見
附
町
の
平
塚
教
会
の
西
に
は
築
堤
が
あ

り
、
こ
れ
は
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
記
憶
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
平
塚
駅
か
ら
火
薬
廠
ま

で
の
引
き
込
み
線
の
跡
で
し
た
。
昭
和
二
十

一
年
の
航
空
写
真
に
は
引
き
込
み
線
跡
が
く

っ
き
り
と
写
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
地
図
上

で
た
ど
る
と
、
西
口
の
中
央
地
下
道
付
近
か

ら
錦
町
、
見
附
町
の
芸
術
文
化
ホ
ー
ル
東
、

平
塚
教
会
西
、
崇
善
小
学
校
西
を
か
す
め
て

横
浜
ゴ
ム
正
門
東
に
達
す
る
線
路
で
す
。
区

画
整
理
な
ど
で
線
路
跡
は
次
第
に
失
わ
れ
て

い
き
ま
す
が
、
今
も
線
路
の
曲
線
が
錦
町
か 
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ら
見
附
町
に
か
け
て
の
曲
線
の
道
路
と
し
て

残
っ
て
い
ま
す
。 

参
考
資
料 

①
ひ
ら
つ
か
八
幡
山
の
洋
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

②
横
浜
ゴ
ム
歴
史
博
物
館
＆
史
跡
ツ
ア
ー 

 

Ｈ
Ｐ 

③
平
塚
市
博
物
館
展
示
（
空
襲
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

世
界
平
和
と
人
類
の
存
続
を
祈
願
し
て 

（
最
終
回
） 

支
部
顧
問 

坂
西 

厚
隆 

（
４
）
核
兵
器
保
有 

日
本
は
、
原
爆
の
被
害
を
受
け
た
唯
一
の

国
で
す
。
１
９
４
５
年
、
広
島
で
は
原
爆
で

９
万
人
～
１
６
万
６
千
人
が
投
下
の
日
か
ら

２
～
４
ヶ
月
以
内
の
死
亡
、
長
崎
で
は
約
７

万
４
千
人
が
死
亡
、
約
７
万
５
千
人
が
重
軽

傷
を
受
け
ま
し
た
。 

世
界
に
あ
る
核
弾
頭
数
は
、
米
国
：
約
３
，

８
０
０
発
、
ロ
シ
ア
：
約
４
，
３
３
０
発
、

英
国
：
２
０
０
発
、
フ
ラ
ン
ス
：
３
０
０
発
、

中
国
：
約
２
９
０
発
。
更
に
、
イ
ン
ド
：
１

３
０
～
１
４
０
発
、
パ
キ
ス
タ
ン
：
１
５
０

～
１
６
０
発
、
イ
ス
ラ
エ
ル
：
８
０
～
９
０

発
、
北
朝
鮮
：
２
０
～
３
０
発
と
さ
れ
て
い

ま
す
。(

出
典
：
令
和
２
年
度 

防
衛
白
書)

 

世
界
と
人
類
が
存
続
す
る
た
め
に
、
核
兵
器

の
早
急
な
全
廃
が
必
要
で
す
。 

１
９
７
０
年
、
核
兵
器
不
拡
散
条
約
（
Ｎ

Ｐ
Ｔ
）
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
１
０
年
、
新
戦
略
兵
器
削
減
条
約
（
新

Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ｔ
）
が
米
露
間
で
調
印
さ
れ
、
２

０
２
１
年,

バ
イ
デ
ン
米
政
権
が
発
足
、
５
年

間
延
長
さ
れ
ま
し
た
。 

２
０
２
１
年
、
核
兵
器
禁
止
条
約
（
核
禁
条

約 

Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
）
が
、
５
０
ヵ
国
・
地
域
の
批

准
を
得
て
、
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
核
兵
器
の

開
発
・
保
有
・
使
用
を
全
面
禁
止
す
る
画
期

的
な
条
約
で
す
。 

２ 

今
後
の
対
策 

（
１
）
国
連
の
対
策 

何
よ
り
先
ず
、
日
本
人
は
国
連
を
理
想
化

し,

そ
の
機
能
を
信
じ
過
ぎ
て
い
ま
す
。
こ
の

組
織
を
自
国
の
た
め
に
活
用
利
用
し
よ
う
と

す
る
国
々
を
直
視
し
て
改
革
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

地
球
温
暖
化
に
関
し
、
国
連
は
「
気
候
変
動

枠
組
条
約
」
に
基
づ
き
、「
京
都
議
定
書
」
を

策
定
し
ま
し
た
が
、
最
大
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
国
で
あ
る
米
国
は
、
経
済
界
や
産
業
界

の
批
判
が
強
く
、「
京
都
議
定
書
」
か
ら
離
脱

し
ま
し
た
。
ま
た
、
「
パ
リ
協
定
」
に
お
い
て

は
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
各
国
は
温
暖
化
対

策
を
国
連
に
提
出
す
る
よ
う
要
請
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
批
准
し
た
約
１
９
０
ヵ
国
・
地
域

の
内
、
提
出
し
た
の
は
日
本
を
含
む
７
５
ヵ

国
に
と
ど
ま
り
、
米
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
は

提
出
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

核
兵
器
拡
散
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
は
米
・
露
・

英
・
仏
・
中
の
５
ヵ
国
を
「
核
保
有
国
」
と

定
め
、
そ
れ
以
外
へ
の
核
兵
器
の
拡
散
を
防

止
す
る
と
定
め
な
が
ら
、
多
く
の
国
が
核
兵

器
を
保
有
し
、
核
軍
縮
交
渉
も
進
ん
で
い
ま

せ
ん
。
本
年
発
効
し
た
Ｔ
Ｐ
Ｎ
Ｗ
は
画
期
的

な
内
容
で
す
が
、
核
兵
器
保
有
国
に
核
兵
器

全
廃
を
決
意
さ
せ
る
た
め
に
は
、
色
々
と
難

関
が
あ
り
ま
す
。 

 

国
連
は
、
領
土
と
主
権
を
尊
重
す
る
国
家

の
集
団
で
あ
り
、
国
家
間
で
は
常
に
緊
張
や

対
立
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
今
後

世
界
人
口
の
増
加
が
進
み
、
地
球
温
暖
化
が

悪
化
し
た
場
合
、
自
国
の
領
土
・
国
民
の
安

全
を
確
保
す
る
た
め
、
食
料
・
土
地
・
水
確

保
の
戦
争
が
起
こ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
ま

せ
ん
。 

（
２
）
新
し
い
対
策
（
生
活
水
準
の
低
下) 

先
進
国
の
生
活
水
準
を
低
下
さ
せ
る
対
策

が
あ
り
ま
す
。 

Ｗ
Ｗ
２
終
戦
後
の
生
活
は
大
き
く
変
化
し
、

現
在
は
日
本
も
快
適
な
生
活
に
成
っ
て
い
ま

す
。
１
９
４
５
年
に
は
、
ご
飯
は
薪
炊
き
、

暖
房
は
火
鉢
で
、
厠
は
汲
み
取
り
式
で
、
家 

 

 

旧
海
軍
火
薬
廠
の
残
照
を
探
し
て 

特
別
会
員 

尾
上 

洋
一 

平
塚
駅
の
北
側
に
八
幡
神
社
の
森
が
あ

り
、
そ
の
西
側
に
す
て
き
な
洋
館
（
後
述
）

が
建
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
洋
館
を
右
に
見
な

が
ら
進
み
郵
便
局
を
過
ぎ
た
と
こ
ろ
に
横
浜

ゴ
ム
平
塚
製
造
所
が
あ
り
ま
す
。 

こ
の
地
に
は
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
か
け

て
旧
海
軍
火
薬
廠
が
あ
り
ま
し
た
。
横
浜
ゴ

ム
の
正
門
の
西
側
に
そ
の
こ
と
を
示
す
碑
が

建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
碑
文
に
は
、 

「
海
軍
火
薬
廠
の
跡 

こ
こ
を
正
面
に
四
十
余
万
坪
の
地
は
海
軍

火
薬
廠
の
跡
で
あ
る
。
同
廠
は
明
治
三
十
八

年
日
本
政
府
と
英
国
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
、

ノ
ー
ベ
ル
、
チ
ル
ウ
オ
ー
ス
の
三
会
社
と
の

契
約
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
日
本
爆
発
物
製
造

株
式
会
社
を
大
正
八
年
海
軍
省
が
買
収
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
爾
来
昭
和
二
十
年
ま
で
日

本
海
軍
の
火
薬
技
術
の
中
心
と
し
て
、
数
多

い
功
績
を
残
す
と
共
に
平
塚
市
の
発
展
と
文

化
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
に
そ
の
事
績
を
偲
び
こ
の
碑
を
建
て

る
。 

昭
和
四
十
九
年
秋
日 

海
軍
火
薬
廠
跡
の
建
立
の
会
」 

 

正
門
の
２
本
の
門
柱
は
旧
海
軍
火
薬
廠
時

代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
使
用
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
敷
地
内
で
最
も
古
い
建
造
物
で
、

明
治
末
期
頃
か
ら
大
正
期
に
作
ら
れ
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
横
浜
ゴ
ム
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
か
つ
て
は
４
本
の
柱
が

立
っ
て
い
た
と
あ
り
ま
す
。
近
く
の
平
塚
市

博
物
館
に
は
火
薬
廠
門
柱
札
が
展
示
さ
れ

「
海
軍
火
薬
本
廠
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
（
写

真
）。 

      

海
軍
火
薬
廠
の
存
在
が
碑
文
の
よ
う
に
平 
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日
常
生
活
に
防
災
を
プ
ラ
ス
す
る
こ
と
が
防
災

力
向
上
に
繋
が
る
と
思
う
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

戦
後
最
大
の
危
機 

支
部
理
事
役 

深
澤 

文
晴 

 

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
侵
略
し
た
。
当
初
の
計

画
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
施
設
を
破
壊
し
て
、
２
日
程

度
で
首
都
キ
エ
フ
を
制
圧
し
ロ
シ
ア
の
傀
儡
政
権

樹
立
が
目
的
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
ウ
ク
ラ

イ
ナ
軍
の
防
衛
力
の
高
さ
に
失
敗
し
た
。 

 

次
に
、
小
集
団
の
イ
ン
フ
ラ
破
壊
工
作
グ
ル
ー
プ

に
て
都
市
部
の
イ
ン
フ
ラ
を
攻
撃
し
始
め
た
が
、
そ

の
作
戦
も
失
敗
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

現
在
、
ロ
シ
ア
は
無
差
別
攻
撃
に
計
画
を
変
更
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
国
際
人
権
団
体
の
調
査
結
果

で
は
、
都
市
部
を
ク
ラ
ス
タ
ー
弾
搭
載
の
弾
道
ミ
サ

イ
ル
で
攻
撃
し
た
。
ま
た
、
英
国
防
省
は
燃
料
気
化

爆
弾
を
搭
載
し
た
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を
多
連
装
で
発
射

で
き
る
ラ
ン
チ
ャ
ー
兵
器
を
使
用
し
た
と
発
表
し

た
。
現
代
社
会
に
お
い
て
、
武
力
に
よ
る
侵
略
は
到

底
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。 

 

国
際
社
会
は
、
団
結
し
て
ロ
シ
ア
を
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ

か
ら
の
排
除
な
ど
、
経
済
制
裁
措
置
を
実
施
し
て
い

る
。
ロ
シ
ア
と
し
て
も
、
国
際
社
会
が
こ
こ
ま
で
制

裁
す
る
と
は
思
っ
て
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

世
界
は
、
こ
れ
以
上
独
裁
国
家
の
横
暴
を
許
し
て

は
な
ら
な
い
。 

の
横
に
あ
る
畑
で
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

等
を
栽
培
し
て
、
食
料
の
足
し
に
し
ま
し
た
。 

現
在
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
ご
飯
も
、
部
屋
の
暖
冷
房

も
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
れ
ば
所
要
の
状
態
に
成
り
ま

す
し
、
ト
イ
レ
を
含
め
全
て
が
衛
生
的
に
成
り
ま
し

た
。
各
家
庭
は
自
動
車
を
保
有
し
て
移
動
が
自
由
に

な
り
、
航
空
機
等
に
乗
っ
て
世
界
中
を
旅
行
す
る
事

が
容
易
に
成
り
ま
し
た
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
、
パ
ソ
コ

ン
、
ス
マ
ホ
な
ど
、
情
報
を
瞬
時
に
受
領
・
発
信
が

出
来
る
社
会
に
成
り
ま
し
た
。
こ
の
様
な
快
適
な
生

活
環
境
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、
便
利
を
追
求
し
た
人

間
の
素
晴
ら
し
さ
の
賜
物
で
す
が
、
各
個
人
の
生
活

を
１
９
４
５
年
と
比
べ
る
と
、
何
百
倍
も
の
資
源
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。
半
面
、

地
球
か
ら
見
た
場
合
、
多
く
の
物
質
が
掘
り
起
こ
さ

れ
、
採
取
さ
れ
、
更
に
、
多
く
の
化
石
燃
料
も
採
取

さ
れ
、
地
球
の
生
態
系
が
壊
さ
れ
、
悲
鳴
を
上
げ
て

い
ま
す
。 

 

も
し
も
、
先
進
諸
国
が
生
活
水
準
を
終
戦
時
の
状

態
近
く
ま
で
低
下
さ
せ
れ
ば
、
地
球
温
暖
化
も
人
口

増
加
の
問
題
も
解
決
す
る
事
は
間
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
で
も
、
経
済
生
活
が
極
端
に
悪
化
す
る
た
め
、

先
進
諸
国
は
認
め
ず
、
成
功
し
な
い
で
し
ょ
う
。 

 

し
か
し
、
人
間
の
便
利
さ
追
求
で
温
暖
化
が
急
速

に
進
み
、
地
球
が
人
間
の
住
め
な
い
環
境
と
な
り
、

人
類
が
滅
亡
し
て
い
く
愚
か
さ
は
、
絶
対
に
避
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

３ 

世
界
へ
「
布
袋
尊
」
を
普
及 

私
の
結
論
的
希
望
と
し
て
、「
布
袋
尊
」
の
普
及
を

考
え
ま
し
た
。 

横
田
南
嶺
・
臨
済
宗
円
覚
寺
派
管
長
が
書
か
れ
た

「
十
牛
図
に
学
ぶ
」
を
拝
読
し
ま
し
た
。
こ
の
本
は
、

「
真
の
自
己
」
を
牛
に
喩
え
て
、
禅
の
修
行
の
段
階

を
十
枚
の
絵
で
説
明
し
て
い
ま
す
。「
十
牛
図
」
の
最

後
は
、
「
入
鄽
垂
手
」
（
に
っ
て
ん
す
い
し
ゅ
）
で
、

「
街
に
出
て
、
人
々
に
手
を
垂
れ
て
ゆ
く
こ
と
」
で

す
。
こ
れ
は
、
「
無
報
酬
で
人
々
の
た
め
に
働
く
こ

と
」
で
、
七
福
神
の
「
布
袋
尊
」
と
同
じ
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。 

世
界
中
の
人
々
が
「
布
袋
尊
」
に
成
れ
ば
、
地
球

温
暖
化
の
問
題
も
、
各
国
が
主
権
を
主
張
し
て
争
う 

編
集
後
記 

２
月
２
４
日
、
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
全
域

に
武
力
侵
略
を
し
ま
し
た
。
世
界
的
に
危
険
な

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿

の
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

 

・04/02（土）予定 

 第１回支部理事役会 

・04/09（土）予定 

 総会・防衛講演会 

・04/20（水）予定 

 ４月隊友紙発送 

 

こ
と
も
な
く
、
物
事
は
円
満
に
解
決
さ
れ
、
平
和
な

世
界
に
成
る
で 

し
ょ
う
。 

 

「
布
袋
尊
」 

は
、
大
き
な
袋 

（
頭
陀
袋
）
を 

背
負
い
、
太
鼓 

腹
を
露
わ
に
し 

た
姿
で
、
い
つ 

も
笑
顔
を
絶
や
さ
ず
人
々
に
接
し
て
、
満
ち
足
り
た

気
持
ち
に
さ
せ
る
笑
門
来
福
の
人
で
す
。 

世
界
中
の
人
々
が
「
布
袋
尊
」
に
成
っ
て
欲
し
い

と
思
い
つ
つ
、
そ
の
実
現
へ
の
今
後
の
課
題
を
、
筆

者
の
思
い
付
く
ま
ま
に
列
記
し
て
み
ま
す
。 

〇
各
宗
教
が
合
同
し
て
行
う
世
界
平
和
祈
願 

△
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
、
仏
教
な
ど
全
て 

の
宗
教
家
が
、
同
じ
場
所
に
集
ま
り
毎
年
世
界 

平
和
を
祈
願
。 

〇
初
等
教
育
の
充
実 

△
人
間
は
、
地
球
の
新
参
者
、
自
然
の
一
部
で
あ 

り
、
自
然
と
の
本
当
の
共
存
。 

△
小
欲
知
足
、
慎
み
の
心
、
も
っ
た
い
な
い
心
、 

正
し
い
礼
儀
、
言
葉
の
使
い
方
、
人
を
思
い
遣 

る
心
、
感
謝
の
心
の
養
成
。 

△
文
化
・
文
明
と
し
て
の
座
禅
の
実
施
。 

〇
「
布
袋
尊
」
を
日
本
か
ら
の
世
界
へ
発
信 

 

△
日
本
人
の
伝
統
的
な
素
晴
ら
し
い
国
民
性
の
発 

揮
。 

お
わ
り
に 

 

政
策
策
定
者
や
指
揮
官
は
、
最
悪
の
事
態
を
想
定

し
て
計
画
を
作
成
す
る
事
が
重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
地
球
の
温
暖
化
が
顕
著
と
な

り
、
人
類
が
生
存
出
来
な
い
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

て
、
そ
の
対
応
策
を
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
素
晴

ら
し
い
人
間
の
科
学
技
術
や
智
慧
を
発
揮
し
て
、
こ

の
様
な
事
態
に
成
ら
な
い
事
を
祈
念
し
て
い
ま
す
。 

 

世
界
平
和
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、
「
布
袋
尊
」

が
、
世
界
中
に
速
や
か
に
大
勢
存
在
す
る
よ
う
な
活

動
が
推
進
さ
れ
ま
す
様
に
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。 

 

合
掌
。 

日
常
生
活
プ
ラ
ス
防
災 

支
部
理
事
役
（
防
災
士
）
皷 

達
也 

令
和
４
年
２
月
３
日
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
第

２
６
回
震
災
対
策
技
術
展
に
足
を
運
ん
だ
。
今

回
は
コ
ロ
ナ
禍
や
こ
こ
数
年
各
地
に
起
こ
る
水

害
に
対
す
る
経
済
的
影
響
が
甚
大
な
せ
い
な
の

か
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
Ｂ
ｕ
ｓ
ｉ
ｎ
ｅ
ｓ
ｓ 

Ｃ
ｏ
ｎ
ｔ

ｉ
ｎ
ｕ
ｔ
ｙ
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
）
を
テ
ー
マ
と
す
る
出

展
や
セ
ミ
ナ
ー
が
多
い
印
象
で
あ
っ
た
。 

と
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
の
講
師
が
防
災
教
育
は
社

員
だ
け
で
は
な
く
そ
の
家
族
に
も
防
災
教
育
を

行
う
こ
と
で
、
社
員
が
出
勤
し
や
す
く
な
り
Ｂ

Ｃ
Ｐ
向
上
に
貢
献
す
る
そ
う
だ
。
社
員
が
出
勤

で
き
な
く
理
由
に
は
１
番
が
交
通
機
関
の
理
由

で
物
理
的
に
出
勤
で
き
な
い
こ
と
、
２
番
目
に

家
族
の
状
態
と
さ
れ
、
家
族
に
何
か
あ
る
と
出

勤
で
き
な
く
な
り
事
業
継
続
に
影
響
を
及
ぼ

す
。
つ
ま
り
家
族
に
も
防
災
対
策
を
図
っ
て
お

く
こ
と
で
家
族
も
安
心
、
社
員
も
仕
事
が
出
来

る
と
い
う
わ
け
だ
。 

 

私
は
茅
ヶ
崎
市
浜
之
郷
自
治
会
の
防
災
で
も

子
ど
も
か
ら
防
災
教
育
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
防

災
力
が
向
上
す
る
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
震

災
対
策
技
術
展
で
も
子
ど
も
向
け
の
資
料
が
多

数
用
意
さ
れ
て
い
た
。
防
災
は
専
門
家
だ
け
の

堅
い
も
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
プ
ラ
ス
防
災

で
十
分
で
あ
り
専
業
主
婦
や
学
生
、
子
ど
も
と

年
齢
層
も
立
場
に
関
係
な
く
防
災
に
関
わ
る
べ

き
な
の
で
あ
る
。 

震
災
対
策
技
術
展
で
偶
然
荻
原
理
事
役
と
会

っ
た
。
荻
原
理
事
役
は
防
災
講
演
の
経
験
が
豊

富
で
あ
り
茅
ヶ
崎
市
浜
之
郷
自
治
会
に
お
い
て

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
子
ど
も
が
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
で
講
演
（
液
状
化
実
験
？
）
を
計
画
中

で
す
。
防
災
力
向
上
に
は
普
段
防
災
と
関
係
な

い
人
を
ど
う
巻
き
込
む
か
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る

と
思
う
。
隊
友
会
に
は
地
域
で
様
々
な
活
動
を

さ
れ
て
い
る
方
が
お
り
、
自
治
会
の
イ
ベ
ン
ト
、

子
ど
も
会
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
特
に
若
い
世
代
の 

 


